
アンデス地域では形成期と呼ばれる時期にアンデス文明の基礎となる社会が構築された。

神殿を中心とする社会が発展し、リーダーと目される人物が出現し、人や資源が行き来する

交易ネットワークが形成された。そのような社会において、生業の基盤となったトウモロコシ

農耕と、リャマ・アルパカの大型家畜の飼育がいつ・どのように広がり、古代社会の変遷に影

響したのかを調べる研究プロジェクトが現在進んでいる。この発表では同位体分析により明

らかになったアンデス形成期社会の農牧複合型生業の展開について紹介する。
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